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1. 3D図面JIS化活動の目的と経緯
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自動車産業における共通課題の解決

設計
デザイン

実験/評価

サービス
製造/検査

⽣産準備

企画

＋

課題解決には、
開発における
3Dモデルの活
⽤が必要

•開発期間短縮
•コスト削減
•品質向上
•グローバル化
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テスト

⽣産/製造

設計

デザイン

テスト

デザイン

⽣産/製造

設計

試作⾞

2D（従来）
プロセス

3D活用
プロセス

出

図

出

図

図面も３D化が必要

3D図（補足）2D図

3DAモデルの標準化

2D図面

3D活用プロセスにおける3D図面の標準化

•並⾏開発
•試作⾞レス
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なるほど、
こうなっているのか！

作図工数の削減

2D図面と3D図面の作成⇒3Dから2D図面の作成や，3D図面のみ作成

3DAモデルにより製品の形状と，形状に指示した製品特性（公差など）の理解が容易

3DAモデルの、ものづくりへの活用の拡大

金型、溶接、機械加工等のＣＡＭ連携による効率と品質の向上

3DAモデルの属性情報の活用による帳票等※の作業効率向上

高精度の仕様伝達、情報検索の容易化、属性流用による作成効率Up

設計の後工程での3D活用

３ＤAモデル(３Ｄ図面)のメリット

※例：作業標準，マニュアル
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2D図面 3DAモデル

● 寸法や公差などを3Dアノテーション（注釈）で指示する方法

● 3D内部で持つアトリビュート（属性）で詳細指示を加える方法

3Dアノテーション

3DAモデルを活用するために必要な指示方法の標準化

アトリビュート

3D Annotated Model (3DAモデル)の標準化
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ISO（目標）

製品データセット方法

3D, 2D, 管理情報など
標準化

製品

定義

データ

進化

2D図面 3D図面（3D MASTER）

ISO/JIS

2D製図

他産業要求、３DAとのデータ連携

自動車要求

データセット方法

3D特有の製図一般

幾何公差※

製図一般

ISO 16792
2006年

2007年 JAMA/JAPIA

2008年 SASIG

JIS
2015年

※ASME準拠

3DAモデルを核としたデジタル製品技術情報全体の標準化
DTPD

年代

高精度化

3D化

ＤＴＰＤ

3D図面関連ISO

JAMA 3DAモデル ガイドライン

JIS DTPD

３ＤAモデルからDTPDの標準化へ

7



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016

２. DTPDのJIS開発活動

※DTPD：デジタル製品技術文書情報

Digital Product Technical Documentation
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表示
要求事項

3D製品情報
付加モデル

設計
モデル

モデル
管理情報

サービス
データ

製造
データ

・部品ID

・リビジョン

補足幾
何形状

2D
図面

DIGITAL TECHNICAL PRODUCT DOCUMENTATION （DTPD）

3DAモデル

形状
モデル

品質
データ

非表示
要求事項

・材料

・金型

・加工

・組立

・品質管理 ・メンテ

・故障修理

DTPD管理情報

解析
データ

試験
データ

・CAEの

・条件､結果

・実機試験

条件､結果

２Dデータ

パーツリスト､各データ連携、リビジョン

要求
事項

DMU
データ

・部品

・アッセンブリ

アノテーション アトリビュート

3D製品情報
付加モデル

（３DAモデル）

DTPDの情報構成
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ＪＩＳ原案作成委員会体制（参加委員の所属団体、等）

３Ｄ－ＤＴＰＤの基本図示及び基本情報に
関するＪＩＳの開発委員会

ＷＧ

JAMA

JEITA

委員長 関東学院大学 教授 金田 徹
事務局 日本規格協会

経済産業省

日本規格協会

日本金型工業会

日本機械学会

CADベンダー

各領域専門家

日本溶接協会注 注）溶接編の原案審査へ参加

TC184 SC4

リーダ JAMA（ホンダ） 島田 宏美

10



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016

標準化のプロセス

3大CADによる
3D CAD検証

3DAモデル
での指示方法
検討

検証結果に
よる指示方法
の再検討

3D CADによる指
示方法の確認と
図示例の作成

JIS DTPD
素案の作成

既存の2D図面規
格を参考に指示
方法を検討

3D CADによる
検証

3D CADに適した指示方法

・標準機能で描けない
・3Dでは不適切

不採用

3D-CADによる検証，3D-CADに適した指⽰⽅法を確認してJIS案を作成

JIS
DTPD
素案

11
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デジタル製品技術⽂書情報(DTPD)は、以下のシリーズで構成予定

規格の構成（計画）

JIS DTPD
シリーズ

規程名 内容
検討開始

(予定)
JIS 原案

完了(発行済)
ISO発行予定

JIS DTPD 1部 総則
DTPDとして備えなければならない原則
を示す

2010年4月 （2015年10月）

2018年7月

JIS DTPD 2部 用語
DTPD規程にて新たに定義した用語を
示す

2010年4月 （2015年10月）

JIS DTPD 3部
3DAモデルにおける設計モ
デルの表し方

3DAモデルでの線, View, Secなど3D形
状の表し方

2014年4月 2016年3月 提案予定

JIS DTPD 4部
3DAモデルにおける表示要
求事項の指示－一般事項
，寸法及びサイズ公差

3DAモデルでの一般事項（記号など），
寸法及び公差の表し方

2014年4月 2016年3月 提案予定

JIS DTPD 5部
3DA モデルに
おける幾何公差の指示

3DAモデルにおける幾何公差の位置、
範囲の表し方、記号の指示方法。

（2016年4月) 2017年3月 提案予定

JIS DTPD 6部
3DA モデルに
おける溶接の指示

3DAモデルにおける溶接部形状の表し
方、属性、記号の指示方法。

2015年4月 2016年3月 提案予定

JIS DTPD 7部
3DA モデルに
おける表面性状の指示

3DAモデルにおける表面処理の範囲の
表し方、記号の指示方法。

(2016年4月) 2017年3月 提案予定

JIS DTPD 8部
3DA モデルにおける非表
示要求事項（属性）の指示

3DAモデルにおける属性の位置、範囲
の表し方、属性タイプごとの指示方法。

(2016年4月) 2017年3月 提案予定

JIS DTPD 9部
3DA モデルにおける基本
情報の指示

3DAモデルで持つべき基本情報(管理
情報など)の分類とその指示方法。

(2016年4月) 2017年3月 提案予定
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DTPD 3部：3DAモデルにおける
設計モデルの表し方 （担当 JEITA）

■ 3DA モデルにおける設計モデルの表し方に関する規程

●線の用い方，領域の表し方，保存ビューなど，設計モデルの表し方

 JIS Z 8316 製図－図形の表し方の原則， JIS B 0001 機械製図の一部の範囲に
関する，3DAモデルで表すための方法。

領域を指示

に用いる線
領域を識別する

ための方法

外形線

製品形状を表す方向で

正面保存ビューを設定

製品形状の特徴を表すために

軸測投影保存ビューを利用

13
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DTPD 4部： 3DAモデルにおける
アノテーションの指示方法 （担当 JAMA）

■ 3DA モデルにおけるアノテーションの一般事項，寸法及び公差に関する規程

●設計モデルにアノテーション（表示要求事項）を指示するための規程

 JIS Z 8317-1（ISO 129-1) 寸法及び公差の記入方法， JIS B 0001 機械製図の
一部の範囲に関する，3DAモデルで指示するための方法。

2D図面用の

特別な書き方

3DAモデルの

特性を利用した

書き方

3DAモデル

2D図面

引出線 先端形状の

3D形状へのあて方の

違いによる使い分け

2D図面

3DAモデル

14
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JIS Z3021 溶接記号の３D-CAD検証結果

ＣＡＤ Ａ Ｂ Ｃ 平均

評価点 50.6 78.4 70.6 66.6

評価結果 × △ △ ×

■検証⽅法 ：設計観点での検証ができるIT（管理）部⾨エンジニアによる検証
■検証対象 ：JIS Z3021 溶接記号の使⽤例（表A.1）
■評価の観点 表記 ：2D図での指⽰と同様に理解できるような表記ができるか

連携 ：溶接記号と溶接部の連携ができるか
⼯数 ：2D図での指⽰⼯数と同レベルで表記することができるか
⾒栄え ：2D図での指⽰と同様な⾒栄え（視認性）に表記ができるか。

■検証

■検証結果
検証対象

3⼤3D-CADの検証結果、3D形状に溶接記号を表記す
ることが実⽤レベルにないことが分かった。従って、3DAモデ
ルにおける溶接の指⽰については、溶接記号は使わずに、
3D形状と属性（⾮表⽰要求事項）で指⽰する⽅法を
主体としてJIS開発を⾏うことになった。

3D-CAD検証 3D-CADに適した指示方法検討

溶接記号は、溶接形状を

識別することのみに使用

溶接部と母材の開先形状

は3D形状で指示

2015年度活動 例

15
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DTPD ６部：3DAモデルにおける
溶接の指示方法 （担当 JAMA）

■ 3DA モデルを用いた溶接の指示に関する規程

●溶接部を3D形状と属性を用いて指示するための規程

 溶接記号はJIS Z 3021 （ISO 2553）を引用

 ISO １６７９２ - 12 Welds にない，実情に合わせるための規程。

3DAモデル

属性表

・詳細な要求事項

は属性で指示

・属性と3D形状

は要素間連携

3DAモデル

属性表

従来の溶接記号による寸法指示

開先，溶接部など

は3D形状で指示

寸法は3D形状から表示

16
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JIS DTPD開発スケジュール

2015 2016

ISO TC 10

2017
4   5    6   7   8 9  10  11 12   1   2   3 上期 下期 通期

開発委員会，開発WG

表示要求事項の指示方法

- 4部

溶接の指示方法

- 6部

設計モデルの表し方

- 3部

幾何公差の指示方法

- 5部

表面性状 の指示方法

- 7部

JEITA

基本情報 の指示方法

- 9部

JAMA

JEITA

JEITA

JAMA

JAMA

非表示要求事項の指示方法

- 8部

JAMA

審査，審議原案 完了

審査，審議原案 完了

審査，審議原案素案CAD検証検討 完了

完了

完了

完了

審査

審議
原案素案CAD検討 完了

2016年度 JIS DTPD開発完了に向けて，来期も活動を継続致します。
1部，2部に続き，順次 ISO提案も予定しています。

審査

審議
原案素案CAD検討

審査

審議
原案素案CAD検討

審査

審議
原案素案CAD検討

17



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016

ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。
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一般社団法人 日本自動車工業会

３D図面に関する活動の紹介
-3D図面標準維持-

電子情報委員会
デジタルエンジニアリング部会
DE統括分科会 標準維持タスク

タスクリーダー：嵯峨周司
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１．3D図面の標準化活動の振り返り

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

DEV WG活動開始

DEV WG活動計画とDEVホワイトペーパー発行
Released guideline for the implementation and utilization of Engineering 
Visualization in the Automotive Industry

CAD/Viewerの機能検証
Symposium with Industry CAD and Viewer vendors on 
the ‘State’ of Visualization Technology

3D単独図スタンダード
Released a Global Standard documenting the 
complete annotation of 3D CAD models

CAD/Viewer 機能要求
Compiled and released SASIG CAD and Viewer functionality 
requirements supporting the 3D Annotated Model Standard

Phase2活動提案
Gap Analysis/Future Direction

Viewer 機能要求実装結果とデモ
Conducted Vendor workshops to review 
conformance to the  SASIG CAD Requirements

3D-2D図組合せガイドライン
Released guideline for Combining 3D digital 
models and 2D CAD Documentation 

CAD 機能要求実装結果とデモ
Vendor workshops to review conformance 
to the SASIG Viewer Requirements

3D図⾯の標準化活動は2002年にスタートし、2009年まで段階的に進めてきた。

DEV ガイドライン
Released DEV guideline incorporating expanded Global scope and input.

2011

標準維持タスクは
これら標準の
維持と普及度
調査を継承

3
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２．3D図面標準維持活動の取り組み

既設ガイドラインの標準維持管理仕様に基づいて、
⾃⼯会14社/ITベンダー各社へアンケート調査を実施し、
既設ガイドラインの適⽤率の把握とガイドライン適⽤促進
を図っている。

対象ガイドライン
JAMA/JAPIA 3D図⾯の標準化ガイドライン

-3D図と2D図の組み合わせ図⾯ガイドライン- V1.2
JAMA/JAPIA 3D図⾯ガイドライン -3D単独図ガイドライン- V1.1
JAMA/JAPIA DEVガイドライン V1.1

Digital Engineering Visualizationガイドライン- V1.1
別冊 Viewer の紹介- V1.2
別冊 SASIG Viewer 機能要件- V1.0
付録 Viewer 活⽤重要⼯程の抽出- V1.1

CAD 機能要求ガイドライン for 3D Annotated Model V1.2

4
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２．3D図面標準維持活動の取り組み

調査項⽬ 調査対象会社※1 2011 2012 2013 2014 2015

CAD 3D図⾯普及調査 JAMA 14社 ○ ○
機能実装調査 オートデスク、ダッソー、PTC、シーメンス ○ ○

Viewer 活⽤状況調査 JAMA 14社 ○ ○ ○
機能実装状況
調査

デジタルプロセス、エリジオン、
ラティステクノロジー、PTC、シーメンス ○ ○ ○

調査内容 （最近5年間の調査）

Viewer機能実装状況調査
 CADで作成された3D図⾯モデルをViewerデータ

に変換し、形状・アノテーションの再現性を調査CAD機能実装状況調査
 CADベンダーに58の要求機能と

41の便利機能を提⽰し、機能実装
状況・計画を調査

注※1 2014, 2015年度の調査対象会社3D図⾯普及調査
Viewer活⽤状況調査
 JAMA14社に活⽤状況のアンケートを

取り、結果を集計してグラフ等で表⽰

CADデータ Viewerデータ

変換

5
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３．3D図面活用状況の調査結果

2D Master 3D Master

0T

T

B

HR10

R10

＋
＋

Wire

2D図⾯

2D図（主体）＋
3D形状図（補⾜）

3D図（主体）
＋簡易2D図（補⾜）

3D単独図
（3DA）

年代

⾼
度
化

3D Master

JAMAにおける3D図⾯の定義
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３．3D図面活用状況の調査結果

JAMAでは、製品図⾯への3D図⾯適⽤の推進度を測るため、
継続的に隔年で2D/3Dの図⾯様式の適⽤⽐率を測定している。

図⾯様式ごとの適⽤⽐率（⾞両系図⾯） JAMA14社平均

53% 49% 49%
41%

26%

26%
27% 26%

26%

31%

17% 18% 20%
32%

35%

5% 6% 4%
1%

7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2006年 2008年 2010年 2012年 2014年

3D単独図

3D図＋簡易2D図

2D図＋3D形状図

2D図面

2D図主体

3D図主体

⾞両系図⾯様式適⽤⽐率
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３．3D図面活用状況の調査結果

⾞両系と同様、DMUやCAEなどに3D形状のニーズが増加し、
パワートレイン系でも「2D図」単独の使⽤は年々減少している。

図⾯様式ごとの適⽤⽐率（パワートレイン系図⾯） JAMA14社平均

66% 66%

51%
45% 40%

21% 20%

25%

23%

19%

13% 14%
23%

32%
40%

1.2% 0.5% 1.2% 0.1% 0.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

2006年 2008年 2010年 2012年 2014年

3D単独図

3D図＋簡易2D図

2D図＋3D形状図

2D図面

2D図主体

3D図主体

パワートレイン系図⾯様式適⽤⽐率
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⾃動⾞の企画〜⽣産・販売のどの⼯程で3D化が進められているかを把握するため、
2年に1回、JAMA14社に対し全36⼯程の3D化度を調査・集計している。
ほぼすべての⼯程で3Dの活⽤が進められていることが分かる。

会社数

３．3D図面活用状況の調査結果
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⼯程ごとの「3D化度」（2015年度）
3D化（＋2D)は必要ない

3D化(+2D)されていない
（3D化したい）

3D化(+2D)が不⼗分である

3D化(+2D)されていている
が、改善が必要

3D化(+2D)されており、⼗分
機能している
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３．3D図面活用状況の調査結果
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系

車両系

ｸﾞﾙｰﾌﾟ②
ｸﾞﾙｰﾌﾟ①

ｸﾞﾙｰﾌﾟ③

ｸﾞﾙｰﾌﾟ④

ｸﾞﾙｰﾌﾟ⑤

⾞両系とパワートレイン(PT)系の適⽤率の
違いで5つのグループに分けられる
グループ①：⾞両系：⾼/ＰＴ系：⾼

全般的に3D図主体の会社
グループ②：⾞両系：低/ＰＴ系：⾼

主にＰＴ系が3D図主体の会社
グループ③：⾞両系：⾼/ＰＴ系：低

主に⾞両系が3D図主体の会社
グループ④：⾞両系：低/ＰＴ系：無〜低

50%未満だが3D図を適⽤する会社
グループ⑤：⾞両系：無/ＰＴ系：無

全く3D図で出図していない会社
※⾼：50%以上、
低：50%未満、
無：0%

Ｘ社：⾞両系適⽤率,パワートレイン系適⽤率

JAMA各社が、どの程度3D化を進めているかを⾃ら評価・確認するため、
各社の出図図⾯における3D図⾯の適⽤率を調査し、情報共有している。

パ
ワ

ー
ト

レ
イ

ン
系

JAMA14社各社の出図図⾯における3D図⾯適⽤率
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３．3D図面活用状況の調査結果

 図⾯様式ごとの3D図⾯適⽤⽐率変化 （各社の適⽤率変化 ◆：2012年，●：2014年）
2012年から2014年の2年間で全体的に2D図主体から3D図主体に移⾏が進んでいる。
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３．3D図面活用状況の調査結果

効果 課題
グループ① CAE解析、DMU検討、⽣技検討などの

後⼯程での業務効率化及び品質向上
・サプライヤの3D図化促進
・過去の2D図⾯の3D化

グループ② 図⾯作成⼯数の低減 ・データ作成ルールの普及、徹底
・サプライヤとの3Dデータ連携

グループ③ 図⾯作成⼯数の低減 ・CADツールの機能不⾜
・Viewerデータ変換時のデータ同⼀性の
保証

グループ④ 図⾯作成⼯数の低減
後⼯程での業務効率化

・サプライヤの3D図化促進

グループ⑤ 3D図⾯は利⽤していないが、3Dモデルの
利⽤により設計意図が伝わりやすくなる

・2Dの⽅が効率的なケースがあるため、設
計者と利⽤者の双⽅にメリットのある3D
図⾯を検討する必要がある

・図⾯作成⼯数削減
・後⼯程の効率化

・サプライヤの3D図促進
・3Dデータ作成/活⽤ルール普及・徹底
・CAD/Viewerツールの充実

効果と課題に関するグループ別の意⾒
3D図⾯適⽤の効果と課題

12
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４．まとめ

 JAMAでは、引き続き 「3D図⾯主体業務」への移⾏基盤の確⽴
を⽬指し、 JAMA各社の「3D図への移⾏」、「3D図⾯の活⽤」を
推進していく。

 標準維持タスクでは、これからも3D図⾯の普及・活⽤状況を
測るための指標を調査し、ホームページを通じて継続的に提供して
いく。
 3D図⾯ガイドラインや3D活⽤ツールの普及・活⽤度の調査
 3D活⽤ツールに対する機能要求の実装状況調査
※時代や取り巻く情勢に合わせて、調査⽅法や調査対象の⾒直しを検討する。

13
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５．JAMAホームページの紹介

http://www.jama.or.jp/it/dg_egr/index.html

本⽇ご紹介した「3D図⾯の標準化に関わる情報」はJAMAのホームペー
ジから無料でダウンロードすることができます。
（ダウンロードにはお客様情報の⼊⼒が必要です）

14



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc.2016

ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。
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一般社団法人 日本自動車工業会

３D図面に関する活動の紹介
-３D図面活用-

電子情報委員会
デジタルエンジニアリング部会

3D図面活用WG 
主査：福屋武之

JAMA電子情報フォーラム２０１６

２０１６年２月１９日
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3D図面 標準化 と 活用 の ねらい

「開発期間短縮」、「コスト削減」、「品質向上」、「グローバル化」

⾃動⾞メーカー 部品メーカー

⾃動⾞業界の課題

出典：JAMA/JAPIA DEV ガイドライン V1.1 2008-03-11

▼従来の紙図⾯の2D 図から、3D モデルを主体とした業務形態に移⾏
▼開発全般での3Dモデル流通と活⽤進んでいない
▶ 解決⼿段 ＝ 3D図⾯ 標準化 と 活⽤

4
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3D図面 標準化 の 経緯

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

DEV WG活動開始

DEV WG活動計画とDEVホワイトペーパー発行
Released guideline for the implementation and utilization of Engineering 
Visualization in the Automotive Industry

CAD/Viewerの機能検証
Symposium with Industry CAD and Viewer vendors on 
the ‘State’ of Visualization Technology

3D単独図スタンダード
Released a Global Standard documenting the 
complete annotation of 3D CAD models

CAD/Viewer 機能要求
Compiled and released SASIG CAD and Viewer functionality 
requirements supporting the 3D Annotated Model Standard

Phase2活動提案
Gap Analysis/Future Direction

DEV ガイドライン
Released DEV guideline incorporating expanded Global scope and 
input.

Viewer 機能要求実装結果とデモ
Conducted Vendor workshops to review 
conformance to the  SASIG CAD Requirements

3D-2D図組合せガイドライン
Released guideline for Combining 3D digital 
models and 2D CAD Documentation 

5
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3D図面 標準化 の 成果

 3D Annotated Model Standard

 Digital Engineering Visualization Guideline

AIAG JAMA VDA GALIA ODETTE Sweden

Odette international Web site

自動車業界のスタンダードとして正式制定完了（2009年10月末）

３ＤＡ ３ＤＡ ３ＤＡ

３ＤＡ

ＤＥＶ ＤＥＶ ＤＥＶ

ＤＥＶ

（USA） （Japan） （Germany） （France） （Sweden）

SASIG 各国へ展開

6
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3D図面 標準化 から 活用へ

◆Phase2（活用 2011年～現在活動中）

＋

製品形状 製品特性
管理情報

２D図面の情報を３D図面で表現

◆Phase1（標準化 2002～2009年）

・３D図面による工程全体の効率向上

・３D図面の社内外への流通拡大

ねらい：全ての工程での効果

・Phase1では設計意図を
３D図面で表現する
方法を規定した

・３D図面の新しい役割
・プロセスの変革
・ツールの更なる進化

Phase2では設計意図を
情報として”活用”する

ことを目的とする

ねらい：設計段階での効果

7
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3D図面 活用のねらい

読む

理解する

選択する

利用する

抽出する

活用する

将来現在

Extract  a value as attribute

JAMA_ANN_KIND = Diameter with Allowance 

JAMA_ANN_BASE = Φ10.0

JAMA_ANN_U_LIM = +0.10

JAMA_ANN_L_LIM = -0.05

JAMA_ANN_REF = ID#

JAMA_ANN_POS_X = 23.45

JAMA_ANN_POS_Y = 12.38

JAMA_ANN_POS_Z = -2.0

業務効率化

自動化加速

Φ10.0
+0.10
-0.05

Diameter with Allowance 

■ ３D図面による全ての工程での効果

8
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目次

１．3D図面標準化と活用の位置づけ

２．3D図面活用活動の進め方について

３．SASIG 3D－MBE Whitepaper について
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3D図面活用検討の進め方

■ SASIG 3D-MBE WGのVision

10
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3D図面活用検討の進め方

①ユースケース検討

②⼯程に対する深堀り
課題・問題点抽出

③将来の業務フロー検討と
ツール要件検討

④ツール開発元(ベンダ)への機能要求

ツール実装確認・効果刈取り

■ JAMAの取組みの流れ

ガイドライン作成

完了

これ
から

11
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ユースケース検討

+

販売・サービス 用品

ﾌﾟﾚｽ成形性検討
&型設計

溶接検討&
溶接指示

塗装検討

検査

組立検討
製造

型構造図 ﾛﾎﾞｯﾄﾃｨｰﾁﾝｸﾞ

物流

製造工程
ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

成形性ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 溶接条件管理表

検査治具設計図

測定要領図

荷姿検討図
ﾊﾟｰﾂｶﾀﾛｸﾞ

ｻｰﾋﾞｽﾏﾆｭｱﾙ

公差解析

製品形状
製品特性
管理情報

CAE 表面性状
抜き勾配

打点位置
板組み
板厚
電圧・方向

寸法公差
組付順序

シーラー長
色見本

測定箇所
測定要領

+ + + +

+
工具情報
発注番号

+

■ 板⾦プレス部品（ドアインナパネル）を題材として、
設計〜後⼯程の中からユースケースを検討

製品設計

・・・・・・・

・・・・・・・
12
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目次
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SASIG 3D-MBE Whitepaper 目次

１．Introduction - What is 3D-MBE? －3D-MBEとは？

２．Background －背景

３．The Current State of 3D-MBE in the Automotive Industry －自動車業界の現状

４．Future State －将来像

５．Usage and benefits －ユースケースと効果

６．Transition to 3D-MBD －3D-MBDへ移行

７．3D-MBD functional requirements －3D-MBD機能要望

８．The path to 3D-MBE －3D-MBEに向けて

９．Conclusion/Summary －まとめ

AIAG,GALIA,JAMAで分担して作成中

14
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SASIG 3D-MBE Whitepaper

■ ３D図面活用に向けた検討を促進

・現状の分析
・3D図面への移行を実現する際の検討手順
・3D図面活用のユースケース（AS‐IS, TO‐BE）
・ユースケースで活用される図面情報

SASIG 3D-MBE Whitepaper

・ソフトウェア仕様の検討
・自動化に向けての実装

・3D‐MBEで得られるメリット
・業務プロセス検討
・ツールの評価

ツールベンダー
ユーザー

15
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SASIG 3D-MBE Survey

■ ３D図面活用の現状調査を継続中

URL:http://surveys.aiag.org/surveys/aiag-surveys/sasig-model-based-definition-mbe-survey/langja/

16
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ご清聴ありがとうございました。

引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を

宜しくお願い致します。
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一般社団法人  日本自動車工業会 

3D図面に関する活動の紹介 
長期保管（LTAR） 

電子情報委員会 
デジタルエンジニアリング部会 

LTAR WG 
主査：小沢 正哉 

 

JAMA電子情報フォーラム２０１６ 

２０１６年２月１９日 
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自己紹介 

• 本業 

– 日産自動車株式会社 グローバル情報システム本部 エンジニアリングシステム部 

• OEM協業（ダイムラー、三菱自動車など）におけるPDM data exchangeを担当 

– PDM data model/dynamics, STEP AP242 BO Model XML, ISO JT 

 

• 自工会活動 

– 2011年4月～ LTAR* WG委員 

– 2011年10月～2012年3月 LTAR WG副主査 

• JAMA LTARガイドライン発行 

– 2012年4月～ LTAR WG主査 

• SASIG LTAR WG Format Recommendation発行 

• 同 Process Recommendation発行 

 

* LTAR: Long Term Archiving Retrieval 
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なぜ いまLTARか 

LTAR WGが目指すもの 

今後に向けて 
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目次 

 

 

なぜ いまLTARか 

LTAR WGが目指すもの 

今後に向けて 
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なぜ いまLTARか 

紙図から3D主体へ 

• 紙からデジタル：関係する因子が増加 

– データそのもの＋ソフト＋OS＋HW＋... 

– データとインフラで、ライフサイクルの長さが大きく異なる 

– 特にCADはインフラへの依存が強い 

• CADやPDMのソフト、バージョン、会社固有の機能・設定... 
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なぜ いまLTARか 

紙図から3D主体へ 

• 3D主体：より複雑な管理 

– Structure: 部品、ドキュメント（3D＋補足データ） 

– PDMに入っている多数のattribute（属性情報） 

– ドキュメントの版管理（検討  DMU  出図  設変） 

 

: 

Part Object 

Part Object 

Assy 

3D 

2D 

Assy 

3D 

3D 

: 

Office doc. 

BoM structure 

DMUの構成 

複数の種類のドキュメントで

構成されている 

（いわゆる「組合わせ図」） 

メタ情報、属性情報 

版管理（DMUの版, 出図の版） 
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なぜ いまLTARか 

紙図から3D主体へ 

 

 どんな点に気をつけて 

準備しておけばいいの？？ 

フォーマットは？ 
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なぜ いまLTARか 

2009年 LTAR WG発足 

 

 

 

 

 

OEM 

日産自動車（主査） 

三菱自動車（副主査） 

いすゞ自動車 

川崎重工業 

スズキ 

ダイハツ工業 

トヨタ自動車 

日野自動車 

富士重工業 

本田技研工業 

三菱ふそうトラック・バス 

ヤマハ発動機 

ベンダー 

エリジオン 

シーメンスPLMソフトウェア 

ダッソー・システムズ 

デジタルシアター/Coretechnologie 

PTC コンサルタント 

デジタルプロセス 

富士通九州システムズ 

オブザーバー 

JAPIA 

JEITA 

三菱航空機 
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LTAR WGが目指すもの 

今後に向けて 
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LTAR WGが目指すもの 

業界グローバルで整合のとれたガイドを示す 

 

 

 

 

2007 

2009 LTAR WG 発足 

2014 

2015 

2016 

Time Period Recommendation 

Quality Assurance Recommendation 

JAMA LTAR ガイドライン改訂版 

Process Recommendation 

Format Recommendation 

2011 JAMA LTAR ガイドライン 
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LTAR WGが目指すもの 

業界グローバルで整合のとれたガイドを示す 

• Process Recommendation 

– OAIS (ISO 14721) の内容に補足 

– プロセスフローとして具体化 
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目次 

 

 

なぜ いまLTARか 

LTAR WGが目指すもの 

今後に向けて 



Copyright (C) Japan Automobile Manufacturers Association, Inc. 2016 

今後に向けて 

Key: ライフサイクルを通じてのデータの一貫性・互換性 

• 管理対象のドキュメントとそのフォーマット 

• Data model, dynamics（版管理の振る舞い）, メタデータ, 属性, etc. 

 

 
自動車開発プロセス 

利用目的 

車両企画 デザイン 設計 調達 宣伝 生産 販売 補給 I 

生産準備 

               再現・再利用 

サービス 

設計変更期間 

一括生産 or 型保管 

以降の型製作は皆無 

補給 II 

実験評価 

再現 

部品生産終了 

: 

Part Object 

Part Object 

Assy 

3D: JT 

2D: TIFF 

Assy 

3D: JT 

3D: JT 

: 

Office doc.: PDF 

BoM structure 

OEM Supplier CAE, Production Eng., Catalog, Maintenance Manual, ... 

BoM 
PDM 

Archival 
Storage 

… 

Structure: STEP when export/import 
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 ご清聴ありがとうございました。 

 
 引き続きJAMA活動へのご理解とご協力を 

宜しくお願い致します。 
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補足：LTAR WGが目指すもの 

業界グローバルで整合のとれたガイドを示す 

• Format Recommendation 

– 選定のクライテリア 

– フォーマットのリスクとカバーエリア 
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補足：LTAR WGが目指すもの 

業界グローバルで整合のとれたガイドを示す 

• Time Period Recommendation 

– LTARのユースケース 

– 保管期間の定義 

 

• Quality Assurance 

– Verification（ルールチェック、PDQ、etc.） 

– Validation（変換における同一性検証） 

– Fixity Check（ファイルの破損・改ざんの検知） 
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補足：「複雑なデータ管理」 

PDMによるデータ管理とは 

 

 

 
Metadata 

（部番、変番など） 

Attribute 

（材質や板厚など） 

Structure* 

Position 

Part Definition 

（形状など） 

CAD (Part, Drawing) 

CAD (Assembly) 

XML 

CAD (Part, Drawing), 

MS Office, PDF, etc.  

(BoM) 

* CADデータを中心にしている場合、CADデータの部品構成は管理できるが、CADデータ以外のドキュメント構成は管理できない 

CADデータ中心の管理 PDMによるデータ管理 
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